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日本固有のァマモ科植物の研究の歴史と現状
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はじめに

アマモ属5 種とスガモ属2 種の合計7 種のアマモ科植 

物が生育する日本沿岸は、世界でもアマモ科の豊富な地 

域の一つである。 しかし、他の地域同様、日本において 

も海草 ( s e a g r a s s )の調査研究は、採 集 • 観察上の制 

約が大きい。そのため、たとえば日本周辺の海草の生物 

地理に関しては今でも60年前に出された分布図 （ M ik i、 

1 9 3 3 )がもっとも詳しく総括的なものであるなど、分布 

や生態が未だ十分把握されているとは言えない状態であ 

る。筆者は神奈川県植物誌の調査をきっかけに、アマモ 

科の形態と生態を調べ始めたが、今後の全国的な分布状 

況の把握のためにも、 これまでの知見をまとめて整理す 

る必要性を感じてきた。 ここでは広域分布種で、 しかも 

各分野で広く研究されているアマモとコアマモを除き、 

日本とその周辺の固有種である5 種に関するこれまでの 

研究成果をまとめたので報告したい0
本稿をまとめるにあたり、相生啓子博士（東京大学海 

洋研究所）には原稿を読んでいただき、種々ご批判いた 

だいた。また、京都大学理学部植物学教室、東京都立大 

学理学部牧野標本館、東京大学総合研究資料館、国立科 

学博物館では標本の閲覧に便宜をはかっていただいた0 

ここに深謝したい。

研究史

アマモ類は古くから、アジモ（味藻）• オ オ バ モ （大 

葉藻）•モシオグサ（藻塩草）などの多くの別名が各地 

にあり（木村、1988)、日本では比較的よく知られた植 

物と思われる。北アメリカのインディアンがその果実を 

食料とした （ F e lg e r、1 9 7 3 )ように、 アマモを直接食 

用にしたことは日本ではないと思われるが、製塩や肥料 

(殖田ほか、1963 ; 安池、1 9 9 0 )としてよく利用されて 

きており、身近な植物のひとつといえよう0 三浦半島の

漁師たちが、昔からタチアマモをアマモと区別し、 「夕 

カモ」と呼んでいたこと（大森、1 9 8 9 )などは、アマモ 

類が生活に密着した植物であることをうかがわせ興味深 

い。 しかし、たとえば、江戸時代の日本の代表的な植物 

図鑑である「本草図譜」（岩崎、1 8 2 8 )で褐藻のホンダ 

ワラ類などとともに紹介されていることからも推測され 

るように、アマモ類は海藻の一種とみなされることが多 

く、現在でもアマモ類が種子植物であるとの認識は薄い 

ようである。

日本の植物誌にアマモ以外の海草を最初に加えたのは 

牧野富太郎である。牧野は1897年に房総半島で、 日本で 

最初のスガモ属を発見し、北アメリカの3 種とは異なる 

ことから、 これに P h y llo sp a d ix  ja p o n ic a  M ak ino  

の学名（この時点では裸名）とエビアマモの和名を与え 

た （牧野、1897)。1899年には岩手県と北海道からエビ 

アマモとは異なる標本が送られ、 それを/3. scou leri 

H o o k .と同定し、スガモの和名を与えた（牧野、1899)。 

1910年にはエビアマモを正式に記載し（ M ak ino、1910)、 

1931年には三陸海岸で、 日本における第3 の種ハイスガ 

モ P. iw a ten sis  M a k in o を新種として発表した （ M a 

k ino、1931)。その後、ハイスガモはスガモと同一種で 

あり、日本周辺に分布するスガモ属は2 種の固有種であ 

ると認識されるに至った （ M ik i、1933)。

1930年前後に、郡場寛のもとで集中的になされた三木 

茂の海草に関する調査 •研究 （ M ik i、 1932、 1933、 

1 9 3 4 )は特筆に値する0 その結果、アマモとコアマモの 

2 種以外に、 新 た に 3 種のアマモ属、 オオアマモ 

Z oster a a s ia tica  M ik i、スゲアマモ Z. ca esp ito sa  M 

ik i、タチアマモZ. caulescens  M i k iが見いだされ、 

沖縄ではマツバウミジグサ D ip la n th e ra  p in i fo l ia  

M iki Q現 在 は H a lo d u le  p i n i f o l i a )も記載された （ M 

ik i、1932)。残念ながら、三木が採集し、原記載に引用

•横須賀市自然博物館横須賀市深田台95 Y o k o su k a  C ity M useum , 95 F u k a d a d a i, Y o k o su k a  238.
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した標本の多くは京都大学の標本室にはなく、大阪市立 

自然史博物館の「三木茂博士寄贈水草腊葉標本」中でも 

水草のほとんどが残されているにもかかわらず海草はな 

く、所在不明である（大阪市立自然史博物館編、1978)。 

このように牧野、三木の研究により、日本沿岸のアマモ 

科は 2 属 7 種存在することが判明し （ M ik i、1934)、現 

在に至っている。

研究の現状

1 ) 形 態

北半球の温帯域に広く分布するアマモに関しては、そ 

の形態や生態が欧米の研究者によって詳細に調べられて 

い る （たとえば、T a y lo r、1957 ; De C ock、 1980 ; C 

ox et a l . , 1992)。 日本でもアマモ・コアマモに関して 

は、たとえば胚発生 （ Y a m a sh ita、1 9 7 3 )や、花粉形 

態 （那須•松江、1984 a 、1984 b ) に関して詳しい研究 

がある。

一方、日本周辺の固有種に関しては、多くの植物誌は 

原 記 載 （ M ak in o、1910、 1 9 3 1 ;M ik i、 1 9 3 2 )または 

腊葉標本を元にしたもので、それ以上の比較検討はほと 

んどなされなかった。最近スガモ属では葉や果実の形態 

が詳しく調べられ （ K u o が a Z .1988、1990)、とくに葉 

の微細構造で2 種の相違が明らかにされた0 アマモ属で 

は、生殖器官のサイズの相違や（大森、 1992)、 タチ了

マモゃオオアマモの葉形、生殖枝の形態について再検討 

を始めたところである（大森、1989、 1991)。 固有種の 

起源を求めるためには、形態の変化に富むアマモの再検 

討も今後の大きな課題と思われる。

ここでは、アマモ亜属に関して、これまでに明らかに 

された形態的特徴を、アマモZ. m a r in a を加えて整理 

しておく（表 1 )〇

2 ) 生 態

アマモの生態に関しては藻場の生態系を中心に詳細な 

研究がなされてきたが（菊池、1974に詳しい)、最近徐々 

にタチアマモとアマモとの比較研究、たとえば、水深に 

よる住み分け（寺脇•飯塚、1985)、生殖枝の出現時期 

の違い（寺脇ほか、1 9 8 6 )などが報告され始めている。 

さらに、相模湾と大槌湾（三陸海岸）での光合成活性の 

相違など（相生、1989)、 タチアマモの生理的特性など 

も研究され始めている。

新 崎 （ 1 9 8 6 )は、スゲアマモにはほかのアマモ類と異 

なり、その根茎は節間が短いため叢生し、前年の葉鞘が 

残っているといった特性があり、それがベントス類を誘 

引 •保 持 し 、 生 態 的 に ス ガ モ 属 ゃ 地 中 海 に 多 い  

P o s id o r tiaに類似することを指摘した0
日本でもアマモはコアマモととも、沿岸砂泥地にもっ 

とも普通の海草であるが、形態ばかりでなく、花期の違

表 1 アマモ亜属の形態的特徴

根 茎

・
麵栄養枝

葉の幅 

(mm)
葉先の 

形態"

肉穂花序の 

サイズ（醐）

1 花序中種子の形 
の雌蘂数棰于の心 種 皮

オオアマモ 長くはい 

節間は長い

円形 花序で

終わる

15-18 円 形 （切形， 

微凹形）

50-75X6-7.5 1 3 - 1 8 長楕円体 平滑だが不 

明瞭な縦縞 

がある

スゲアマモ 斜上し 

節間は短いb

偏円形花序で 

終わる

4-7 凹 形 （鈍形 

微突端）

30-75x3-4 5-13 卵形 稜があり 

表面顆粒状

タチアマモ 長くはい 

節間は長い

円形 葉で

終わる

14-16 円形〜鈍形 

で微突端

58-100x5.5-7 1 0 - 2 1 長楕円体 平滑だが縦 

縞がある

アマモ 長くはい'

節間は長い

円形 花序で

終わる

5-8 鈍形微突端 40-70x3.5-5 7-14 米俵形 綾があり 

表面平滑

8変異が大きいので、 ここではこれまでの観察で頻度の高V、ものをあげた。 

bこのため種小名 ( c a e s p i to s a )の通り、叢生する0
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図 1 オオアマモ （ Z osie ra  a s ia tic a  M i k i )の模式標本.

いなど生態的にも地域変異が認められ、一年生アマモも 

見つかっている（川崎ほか、1 9 8 5 ;今尾•伏見、1985)。 
この一年生アマモの成立要因に関しては、低塩分や高水 

温が考えられている（今尾•伏見、1985)。

スガモ属に関しては、関東北部の2 種の混生地域での 

生育状況が観察され（中庭•小高、 1983)、 スガモの成 

長量、光合成活性などが測定されている（相生、1987)。

3 ) 分 布

三木の研究の植物地理的な部分は、過去の日本の植民 

地を含み、現在では周辺諸国との研究協力がなされなけ 

ればこれ以上のものは望めない。60年以上も前に、短時 

間にこれだけ広範囲な地域を調べただけでも緊くべきこ 

とである。 しかし、上述したように、証拠標本の多くが 

所在不明であり、資料の再検討はできない。その後に出 

された分布図は多少修正されはしたものの、いずれも基 

本的には三木の分布図を元にしたものと思われる（野沢、 

1974、1981)。
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Si脚 . 腳 SR如8做!肥棚.

0

図 2 タチアマモ (Zostera  caulescens  M i k i )の模式標本.

全国各地の植物誌では、四国•九州を除く沿岸地域に 

は、アマモ•コアマモ以外のアマモ属•スガモ属が分布 

していると推定されるが、海域の調査はまだ断片的であ 

る （例えば、上野編、1991)。調査の進んだ例のひとつ 

は、スガモとエビアマモの分布の境界に当たる茨城県沿 

岸であり、その分布状況と生態が詳しく調べられている 

(中庭、1975、1977、1987 : 中庭.小高、1983)。

これまで確認された標本

目録中の8 桁の数字は採集年月日、 K Y O は京都大学 

理学部植物学教室、M A Kは東京都立大学理学部牧野標 

本館、T Iは東京大学総合研究資料館、 T N Sは国立科学 

博物館、Y C M は横須賀市自然博物館に収蔵されている 

資料であることを示す。

Zostera asiatica Miki オオアマモ
T ypus (図 1 ) : K O R E A ,咸北城津， 19320831、 

S.M iki (K Y 0 )o
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千島，国後島，1935年 （ KYO) ; in su la  Yezo, in  litto - 

re a  m a r is , J u l io  1899， U .F a u r ie  (K YO ) ; N o to ro  

in  ins. S h iko tan , A rch ip . K u r i l e n s is ,19310808, J .  

O hwi (K YO ) ; K u r i l ,国後島古釜布，1931年 8 月，村 

田吾 一 （ KYO) ; S h ak o tan  in  in s . S h iko tan , 

A rch ip . K u r i le n s is ,19310720, J .O h w i (K YO ) ; Ye- 

sa sh i en K ita m i (北 海 道 枝 幸 ？），18941006， U. 

F a u rie  (K Y O ); 北海道浜中町霧多布，1993062 6 ,大森 

雄 治 （ Y C M ) ; 北 海 道 厚 岸 町 ァ イ ニ ン カ ッ プ ， 

1992071 7 ,19930626 大森ほか (Y CM )

Zoster a caespitosa Miki スゲアマモ
T ypus : P rov . W akasa . T a k a h a m a , K o u ra  (福 

井県高浜町)，19270502, S .M iki (K Y O )。

Prov. W akasa , T a k a h a m a , K o u r a , 19320225, 

S .M iki (K Y O ); 青森県下北郡佐井町原田 19570822 

森 治 （ M A K ) ; 青森市浅虫湯ノ島，1991051 7 ,田村清 

一 (Y C M ) ; 青 森 市 浅 虫 鸥 島 1991051 7 ,田村清一 

(Y C M );青森市浅虫裸島，1990062 6 ,田村清一 (Y C M ); 

青森県上北郡野辺地町，1990062 6 ,大 森 （ Y C M ) ; 岩手 

県下閉伊郡山田町織笠，1993070 6 ,大 森 •内 山 (YCM , 

液浸標本）

Zostera caulescens Miki タチアマモ
T ypus (図 2 ) : K O R EA , M o p p o ,19320728 S.M iki 

(K Y O )o標本メモ「1964年 1 月25日三木さんに聞いた 

ところ、この標本を t y p e にしてはということであった。 

当時のもので残っているのはこれだけ（北村)」がある0

H ak o d a te  (北海道函館市），1899, U .F a u rie  (2938) 

(KYO) ; M u tsu ， A jig a s a w a (青森県鰺ヶ沢町），A u­

g u st 1910, N .K in ash i (K Y O ); 能 登 九 十 九 （石川県 

珠洲郡内浦町)，1960年 9 月，奥山 春 季 （ T N S ) ; 青森県 

下北郡大畑町海岸，19550811，森 治 （ T I ) ; 下北郡脇野 

沢村貝崎，1988102 0 ,大 森 (Y C M ); 同，1989052 5 ,大森 

(Y C M );青森県平内町茂浦，1990062 6 ,大 森 (Y C M ); 

青森市浅虫裸島，1990062 6 ,田 村 清 一 （ Y C M ) ; 宮古湾 

(岩手県)，1928年，牧野富太郎 （ M A K ) ; 岩手県上閉伊 

郡大槌町吉里吉里，1993101 9 ,大 森 • 相 生 （ Y C M ); 岩 

手県釜石市箱崎，1993070 6 ,1993101 9 ,大森ほか （ Y C M ); 

岩手県大船渡市長崎海岸,19670621， 小山 •堀田 （ T N S ) ; 

宮城県気仙沼市大島十八浜，1990062 8 ,大 森 （ Y C M ); 

気仙沼市大島田中浜，1990062 8 ,大 森 （ Y C M ) ; 上総五

井 （千葉県市原市)，1914060 1 ,大阪府女子専門学校 （ M 

A K ) ; 神奈川県横須賀市野比，19890501， 大 森 ；横須賀 

市佐島天神島，1988031 0 ,1990040 7 ,1990061 6 ,大 森 （ Y 

C M ) ; 同，1989042 8 ,林 公 義 （ Y C M ) ; 同 ，19890512, 

馬 場 正 （ YCM )

Phyllospadix japonicus Makino エビアマモ
T ypus : 安房天津（千葉県天津小湊町)，1896年 4 月， 

牧野富太郎 （ T I， M A K )。

越 ・ 波 （新潟県柏崎市)，19080615 ,阪井辰三郎 (T I) ; 

輪 島 （石川県輪島市），1927092 2 ,吉 川 純 幹 （ M A K ) ; 

但馬竹野海水浴場（兵庫県城崎郡竹野町） （ M A K ) ; 但 

馬城崎郡瀬戸村の瀕海（兵庫県城崎郡？），1899年 7 月， 

K .M iyake ( M A K ) ; 島 根 県 八 束 郡 鹿 島 町 古 浦 ， 

1993040 5 ,大 森 （ Y C M ); 石見宅野（島根県邇摩郡仁摩 

町)，1887年 7 月上旬， 河原田盛美 （ M A K ) ; 長門萩指 

月 山 西 磯 （山 口 県 萩 市 ），19160405 ( M A K ) ; 同 ， 

1926052 7 ,二 階 重 楼 （ T I ) ; 長門大津郡三隅村宇津雲 

(山口県三隅町)，1910082 1 ,二階重楼 （ T I ) ; 対馬小船越 

村黒島海中（長崎県下県郡美津島町黒島)，19010811，矢 

部 吉 禎 （ M A K );常陸那坷郡平磯町（茨城県那珂湊市)， 

1927053 0 ,鶴 町 猷 （ M A K ) ; 安房天津（千葉県天津小湊 

町)，1898年 4 月，牧野富太郎 （ M A K ) ; 同，1930年，牧 

野 富 太 郎 （ M A K ) ;城 ヶ 島 （神 奈 川 県 三 浦 市 ）， 

1950053 0 ,古沢潔夫 （ T I ) ; 神奈川県鎌會市名越一小坪， 

1966112 3 ,小 林 純 子 （ M A K ) ; 鎌 倉 市 七 里 ヶ 浜 ， 

1968111 7 , 亀 山 義 弘 ( T N S ) ; 鎌 會 市 稲 村 が 崎 ， 

1990041 2 ,大 森 （ Y C M ); 同，19920308, (Y C M ); 

相模片瀬（神奈川県藤沢市)，19380501，久内清孝 ( T I ) ; 

伊豆白浜（静岡県下田市)，1899012 7 ,河 原 田 盛 美 （ MA 

K ) ; 遠 州 榛 原 郡 御 前 崎 （静岡県榛原郡御前崎町）， 

1930050 4 ,黒 沢 義 房 （ M A K ) ; 同，1990092 6 ,林ほか 

(Y C M ); 渥美郡日出（愛知県渥美郡？），18980603，名 

會閭一郎 （ M A K ) ; 志摩大王崎（三重県志摩郡大王町)， 

19560423, Y .A sa h in a  (T I, M A K ) ; C hefoo, C h ina , 

1897092 5 ,伊藤ヨシ （ M A K)

Phyllospadix iwatensis Makino スガモ

T ypus : 陸中，1929年 9 月，牧野富太郎 （ M A K )O

天塩小平蘂村（北海道留萌郡/j评 町)，19400522 (T I ) ;  

天塩鬼鹿（北海道留萌郡小平町)，19400521( T I ) ; 天塩 

羽 幌 （北海道苫前郡羽幌町)，19400720 ( T I ) ; 石狩厚田
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村 望 来 （北海道厚田郡厚田村)，1897060 2 ,川上 滝 弥 （ M 

A K ) ; 北海道奥尻島幌内，1990091 4 ,大 森 （ Y C M ); 上 

磯郡知内村字小谷石（北海道知内町)，1908040 5 ,エ藤宥 

馬 （ M A K ) ; 羽 後 （秋田県），1903年 3 月，遠藤吉三郎 

(M A K ) ; 羽後象潟(秋田県由利郡象潟町)，19310510, 

H .村 松 （ T I ) ; 新潟県三島郡寺泊町字野積（寺泊町)， 

1910073 0 ,小 林 量 平 （ M A K ) ; 北海道根室市牧之内， 

1991051 6 ,大 森 （ Y C M ); 根室市北浜，1989070 6 ,天野• 

池 田 （ T I ) ; 北海道厚岸町アイカップ，1991051 5 ,大森 

(Y C M );北海道えりも町襟裳岬，1990062 9 ,田 中 勉 • 

直 子 （ Y C M ) ; 北海道長万部町小幌，1989052 4 ,大森 

(Y C M );北海道亀田郡法華村，19900916 ,大 森 (Y C M ); 

青森県下北郡東通村岩屋，1955080 7 ,水 島 正 美 （ TL M 

A K ) ; 青森県平内町茂浦，1990062 6 ,大 森 （ Y C M ); 青 

森県八戸（八戸市），1913年 7 月，U .F a u rie  (TI, MA 

K ) ; 八戸市種差海岸法師浜，19690531， 山下貴司 (T I) ; 

同，1974052 4 ,富成 •富 樫 （ T I ) ; 陸中宮古湾（岩手県宮 

古市)，1927年 8 月，牧 野 富 太 郎 （ M A K ) ; 同，1928年， 

牧野富太郎 （ M A K ) ; 陸中釜石（岩手県釜石市)，1886 

年 5 月，河原田盛美 （ M A K ) ; 岩手県三陸町綾里田浜, 

1992031 4 ,鈴木貞雄 （ Y C M ); 塩 釜 （宮城県塩釜市)，19 

05年 8 月，渡 辺 留 吉 （ M A K ) ; 常 陸 湊 （茨 城 県 ？）， 

1926062 6 ,鶴町 猷 （ M A K ) ; 千 葉 県 铫 子 市 外 川 ， 

1987043 0 ,鶴 岡 繁 （ TI)

海草研究の意義

陸域のフロラばかりでなく、海域のフロラも破壊が進 

行しており、磯焼け、沿岸漁業の不振などが言われて久 

しい。 しかし、その基礎資料となる沿岸の海草の分布状 

況や生態などは、 これまで述べてきたように今でもほと 

んどわかっていない。アマモだけでも形態や生態の地理 

的変異が大きいと考えられ（大森、 1992)、保護や増殖 

を考えるなら、地域ごとの生態研究が必要であろう。ま 

た、とくにアマモ類のつくる藻場は内湾で陸からの影響 

の大きい場所である（相生、1992)。最近の調査によれ 

ば （相生啓子氏私信)、人口増加がほとんどないはずの 

三陸海岸でさえ藻場の状態が悪化しており、陸から流入 

する水の汚染、単なる雑排水の増加だけではなく、森林 

の伐採による陸上生態系の破壊や除草剤など遺伝子に損 

傷を与える物質の蓄積がその原因ではないかと懸念され 

ている。

陸における水田を中心とした水辺環境がそうであるよ

うに、海では藻場が身近で重要な生態系である。藻場の 

生態系の維持は水産資源の確保の意味だけではない。藻 

場の健康状態は人間の生活にとって重要な沿岸海域の環 

境指標であると考えられる。また、本稿で述べた日本に 

固有な海草は、地球レベルでの海草の多様性の保護とい 

う点からも貴重な存在であるといえよう。
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